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2. Compound C はオートファジーを介して抗腫瘍効果を発揮するのか。 
回答→先行研究でも我々のデータからもオートファジーは Compound C に対する反応
としては、あくまで細胞保護的に働いている。 
3. 交流磁場で Akt、mTOR などの変化がどうか、Compound C 自体での変化もデータと
してそれほど変化しているのか。 
回答→Compound C はそもそも AMPK の阻害薬である。先行研究で Aktの阻害や
mTOR シグナルの阻害が報告されている。我々のデータでも Akt のリン酸化など再現




4. 印加時間を長くした方が、効果があるような気がするが、30 分の理由は何か。 
回答→機械の制約で２時間の連続駆動しかできないという制限があった。より侵襲の












































3. 交流磁場と Compound C は相加効果なのか相乗効果なのか 
回答→交流磁場だけでは殺細胞効果がない条件で今回は行っているので、相乗効果と
言える。 




回答→T98 は TMZ 耐性であり、標準治療に対する耐性株である。それに対しても




また細胞の維持のために AMPK の上昇も予測され、交流磁場の代謝への影響や AMPK
の阻害による効果はでやすいと思われる。 
7. 交流磁場と免疫との関係がどうか知りたい。いろいろな発癌モデルを使えば検討でき
るのではないか。 
回答→現在、免疫不全になっていないウサギにウサギの癌を植え付けるモデルで検討
を開始しており、今後、免疫を含めて検討を行っていければと考えている。 
 
上記のように、審査員の様々な質問に対して適切な返答を得た。本研究で示された交流磁
場による薬剤の細胞毒性増強は対象とできる薬剤の探求や、対象とする癌腫の拡大など将
来性や研究としての広がりが見込まれ、有用性は高く、本研究の成果は学術的意義が高い
と考える。審査員による協議の結果、本研究は博士号(医学)の授与に値するものと判定され
た。 
